













































































































































































① ② ③ ④ 
統 主日主 特 養
団 体 名 称 設立 会員数 l口〉 通 殊 護
年 (人) 教 学 学 十旦4
育 級 級 校
青い芝の会(日本脳性マヒ者協会) 1957 3，500 O 
障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会 1967 150，000 O O 
障害者の教育権を実現する会 1971 300 O O 








































































A B C D E F 
新築・全面改築校BFD採用 × × O O × O 
障害児受け入れの施設改造 A × O O × O 
階段昇降機の学校貸し出し × × × × × × 
障害児への介助員加配 × × × × × × 
普通学級在籍車いす使用者 ム × O O × O 
凡例 0:あり，ム:まれ仁あり x なし，?:;不明
BFD:バリアフリーデザイン
A県内に a市 B県内に b市がある。以下，同様。
市 教 委
G a b c d e g 
O × × O O × O 
O ム ム O O × O 
O × × O O × C 





































































































車いす使用者番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
教委・学年・性別 c小4男 d小2男 c中l男 d中3男 C高 1女 D高2男
人 的 力日 自己 A A (T) 
施 設 改 造 既存利用 実施 実施 実施 既存利用 既存利用
本人のCR階位置 2 2 2 1 3 
校舎の階数 3 4 4 4 4 
通 寸戸zー- P P P P P 
階段昇降 A P A F， T F， P 
介助 その方法 だっこ マt、，ーて3、，ー SA 車いす 車いす
同一階移動 A P A F F， P 
対応 主ナゐ 習 A F ，(P) A， T F ( P ) 
扮F t世 A P A 自立 P 
食 事 A P 自立 自立 自立

















































































































日 本 イギリス デンマー ク スウェーデン
1985年 1986年 1986年 1986年
特殊学校在籍児童生徒 0.4 1.4 1.4 0.1 
特殊学級在籍児童生徒 0.6 0.2 2.6 1.6 
普通学級在籍児童生徒・サポート付 不明 10.4 不明






ニーズをもっ児童生徒 (Chidrenwith special 
educational needs)は5， 6に1人と指摘されて










































































































































































































































































のため，混合クラスでは 1クラス 2担任とし 1
人の担任は健常児に，もう 1人の担任は障害児に
ストックホルム市内の AidsEquipmet Department 写真11.車いすの生徒がインテグレートされている授






















































































































































年開設の NationalCentre for Educational Aids for 





















たって，担任教師は自主的に， Tomteboda Re 
source Centreの研修を受け，また，そこからの

















































































































































































ター には， moderate learning difficultiesのための































































































注3)本調査中では 1校の ComprehensiveSchool 
(Hampshire)でその利用がみられただけである。
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Barrier Free Design (バリアフリーデザイン)， School Building (学校建築)， Suppoは
Service (サポート・サービス)， Handicapped Children (障害児)， Children with Spe-
cial Educational Needs (教育上特別なニーズをもっ児童生徒)
